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利用環境ＷＧの今後の進め方（案）

平成１６年３月１日



ユビキタスネット社会の「影」についての検討課題を整理（資料５参照）

検討フロー（案）

それぞれについて､対応策の有無等を網羅的･俯瞰的に調査

１

ネットワーク利用者の権利や責務を整理

普及啓蒙・周知宣伝
対応策を検討

例）ポータルサイトの設置
普及イベントの推進
教育現場へのインプット

～

１．プライバシーの保護

例）ＩＴ戦略本部で議論
他省庁への働きかけ

対応策の打ち出し・実施

総務省関連 他省庁関連

自由な情報流通
例）・ネット上の自由な

情報発信の保証
・ネット上の自由な情
報アクセスの保証
・廉価な情報流通コス
トの維持

安全な情報流通
例）・ウィルス等情報セキュ

リティ対策の遵守
・プライバシー保護の
徹底
・違法・有害コンテンツ
の自粛

項 目
対 応 策

法制度 組 織 ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

a.－－ ○○法改正

・・・

b.－－ ○○ｾﾝﾀｰ設置

・・・

・・・

例）包括的な指針の検討
個別課題に対処する指針
の検討

c.－－ ○○指針制定 ・・・

対応済み 未対応

国際的動向



スケジュール(案)

第１回 ＷＧ

①・ユビキタスネット社

会の光と影

・利用環境WGの検

討課題（案）

②構成員プレゼン

第１回 ＷＧ

①・ユビキタスネット社

会の光と影

・利用環境WGの検

討課題（案）

②構成員プレゼン

平成１６年
３月１日

１６：３０～１８：００
４月上旬 ５月上旬 ６月上旬

第２回総会

６月下旬 ９月上旬

第２回 ＷＧ

①ＩＴの影の部分への対

応策の現状（１）

②ネットワーク利用者の

権利や責務の整理（１）

③構成員プレゼン

第２回 ＷＧ

①ＩＴの影の部分への対

応策の現状（１）

②ネットワーク利用者の

権利や責務の整理（１）

③構成員プレゼン

第３回 ＷＧ

①ＩＴの影の部分への対

応策の現状（２）

②ネットワーク利用者の

権利や責務の整理（２）

③構成員プレゼン

第３回 ＷＧ

①ＩＴの影の部分への対

応策の現状（２）

②ネットワーク利用者の

権利や責務の整理（２）

③構成員プレゼン

第４回 ＷＧ

中間報告素案
の議論

第４回 ＷＧ

中間報告素案
の議論

第５回 ＷＧ

①包括的な指針の検

討（１）

②個別課題に対処す

る指針の検討（１）

第５回 ＷＧ

①包括的な指針の検

討（１）

②個別課題に対処す

る指針の検討（１）

第３回総会

平成１６年

１２月

最終報告案

決定

第１回総会

懇談会立ち上げ 中間報告案

決定

１０月上旬 １１月上旬 １２月上旬

第７回 ＷＧ

①包括的な指針の検

討（３）

②個別課題に対処す

る指針の検討（３）

第７回 ＷＧ

①包括的な指針の検

討（３）

②個別課題に対処す

る指針の検討（３）

第６回 ＷＧ

①包括的な指針の検

討（２）

②個別課題に対処す

る指針の検討（２）

第６回 ＷＧ

①包括的な指針の検

討（２）

②個別課題に対処す

る指針の検討（２）

第８回 ＷＧ

最終報告素案の
議論

第８回 ＷＧ

最終報告素案の
議論

２

総
会

利
用
環
境
ｗ
Ｇ



ＩＴ戦略本部における｢光｣と｢影｣への取組例（e-Japan戦略Ⅱより） 参考１

e-Japan戦略Ⅱでの取組

「光」への
主な取組

いつでもどこでも何でもつながるユビキタスネットワークの形成を推進し、デジタル情報が
個の間で自由に交換、共有できる基盤を整備する。

次世代情報通信基盤
の整備

項目 実現目標

次世代の知を生み出す
研究開発の推進

ＩＴを軸とした新たな
国際関係の展開

我が国がこれまで培ってきた世界に誇れる強い技術をより強化する一方、重要性の高まるソフト
ウェア技術、情報セキュリティ技術、ヒューマンインターフェース技術の研究開発の一層の強化
と実証、次世代の高速ネットワークを先導する先端基礎技術の研究開発の継続とテストベッド
ネットワークの整備、応用技術の研究開発を推進する。

各国との協力の下に、ネットワークインフラ整備、電子商取引およびコンテンツ流通基盤の整備、
人材の流動化促進、技術交流の促進、社会システムの発展・展開等を二国間ないしは多国間で
進める。

「影」への
主な対応

国民が高度情報通信ネットワーク社会の利便性を十分に享受するためには、情報セキュリティを
確保し、安心してインターネット等を利活用できる環境を構築することが必要である。

①情報通信ネットワークや情報システムについて、その安全性・信頼性及び多様性を確保すると
ともに、適切な運用管理を図る。

②情報セキュリティの重要性を各個人が認識し、役割を担うという情報セキュリティ文化を定着
させる。

③我が国における情報セキュリティに係わる人的基盤の充実と技術的基盤の形成を推進する。
④個人情報の有用性に配慮しつつ、個人の権利利益の保護を図るための仕組みを整備する。

安全・安心な
利用環境の整備

利活用時代のＩＴ人材
の育成と学習の振興

①我が国の国際競争力向上のために必要な高度なＩＴ人材を広範に育成するとともに、遠隔教育
等を活用して海外のＩＴ人材の育成・確保を図る。

②ＩＴを利活用した学習の振興等により、障害者や高齢者を含めて全ての人々が知的満足の享受
や新たな価値の創造を可能とする社会を形成する。

３



総務省における最近の｢影｣への取組例

研究会等 主な検討テーマ

迷惑メールへの対応の在り方に関する研究会（H13.11～14.1） ・迷惑メールに対する制度的対応方策

迷惑通信への対応の在り方に関する研究会（H14.8～14.10） ・迷惑通信（「ワン切り」等）への対応の在り方

電気通信事業分野におけるプライバシー情報に関する
懇談会（H15.2～）

・通信の秘密及びプライバシー情報の保護の現状
・個別事例に関する対応の方向性の検討
・個人情報保護法案を踏まえた電気通信事業者の個人情報の取扱いの在り方

高齢者・障害者の情報通信利用を促進する
非営利活動の支援等に関する研究会（H12.12～13.5）

・「情報バリアフリー」環境を更に定着させていくために必要な具体的方策、環境整備の

在り方

高齢者・障害者によるＩＣＴ活用の推進に関する研究会
（H14.12～15.5）

・ＩＣＴ関連機器等に関する規格･ガイドラインの整備、・電子政府･電子自治体における取組
・身近な支援者のＩＣＴ活用能力の向上、・地域における総合的な支援体制の整備
等のユニバーサルデザインの推進策

電気通信分野における消費者支援策に関する研究会
（H14.1～14.5）

・電気通信分野における消費者対応組織の在り方
・消費者を支援するための情報提供の体制整備、
・専門知識を有する人材の育成等の消費者支援策 等

電気通信消費者支援連絡会（H15.1～）

・電気通信事業分野における主な消費者問題の現状
・制度整備等の行政による対応策の現状
・電気通信事業者による対応策の現状
・今後の対応策の在り方 等

情報通信ソフト懇談会（H15.3～15.12） ・情報セキュリティ対策
・ＩＴ分野の人材育成策の強化

・ ネットワーク･ヒューマン･インターフェースの在り方と今後解決すべき課題や方向性
ネットワーク･ヒューマン･インターフェース研究会
（H14.3～14.12）

参考２

開催中

開催中

ユビキタスネットワーク時代における電子タグの高度
利活用に関する調査研究会（H15.4～）

開催中

・電子タグ利用におけるプライバシー保護のガイドライン

情報通信審議会 ＩＴ革命を推進するための電気通信事業に
おける競争政策の在り方についての特別部会（H14.9～15.7） ・ 電気通信分野について包括的な消費者支援策の強化

情報通信審議会 情報通信政策部会（H13～） ・著作権問題、セキュリティ、ユニバーサルデザイン、有害情報等、利用高度化の今後の
方向性について検討。

４


